
４月６日（木）

【２５名、素早く「起立」】 【教科書給与､｢しっかり勉強しましょう｣】 【祝品授与､田村市 ・PTA・同窓会･交通安全協会より 】

【祝辞、PTA 会長 平澤 様】 【歓迎の言葉、６年白岩さん】 【新入生と一緒に記念撮影】

信号が青でも、「右・左・右」と確認！

４月７日(金)午後２時から方部毎に担当の先生の教室に集
まり通学班の決まりを確認した後、体育館で全体会を行いま

した。新年度、１年生を迎えて新班長・副班長のも
と登下校することになります。講師の田村警察署船
引交番の雉子波さんから「交通事故が近年増加傾向
にあること、交通事故に遭わないための注意点」な
どについてご指導をいただきました。次に、雉子波
さんから６年生代表、交通少年団の坪井さんに「家
庭の交通安全推進員委嘱状」が渡され、坪井さんは
「誓いの言葉」を述べました。全体会の後、各方部
毎に担当の教員が引率して歩行や横断の仕方、通学
バスの乗降の仕方などを実地に見守り、下校指導を
行いました。

学校だより 田村市立常葉小学校
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「家庭の交通安全推進員」は、次のことを実行します。

１ 交通のきまりを守り、みんなのお手本になります。

２ 車に乗ったら必ずシートベルトを着用します。家

族のみんなにもシートベルトやチャイルドシートの

着用を呼びかけます。

３ 弟や妹、おじいさん、おばあさんなど、みんなに

交通のきまりを守るよう声をかけます。

４ 自転車に乗るときは、ヘルメットをかぶるよう

心がけます。

○と ともに生きる子ども ○き きそい合う子ども ○わ わたしから行動する子ども



新しい教育目標を策定して今年度は３年目となります。文頭の文字が「と・き・わ」と覚え
やすいので、２～６年生ほとんどの児童は唱えられるようになっています。また、自分からあ
いさつできる子どもも多くなってきました。子ども一人ひとりのよさや可能性を大切に、学力
・体力運動能力の向上、思いやりの心の育成を重点として、日々教育活動を推進して参ります。

校長の髙島です。船引南小学校より転入しました。大越
町から通っています。船引南小のころから常葉小の印象は
「学習（学力向上）をがんばっている」「いろいろな体験活
動に取り組んでいる」ということで『隣の芝生が青々』
と見えていました。縁がありまして常葉小に来ることがで
きて、うれしく思っています。「スピード感」「大胆かつ細
心」をモットーに生きております。欠点はやや「せっかち」
なことでしょうか。趣味？は男の手料理ということにして
おきます。教職員一丸となって、素直で明るい常葉の子ど

も達をさらに「みがいて」「きたえて」いきたいと思います。

着任から始業式・入学式までわずか三日と大忙しのスタートではありましたが、さっそく子
ども達ともなじみ学校に新風を吹き込んでくれています。

櫛田（４年担任） 佐藤（１年担任） 白岩（３年担任） 厚海（５年担任）

現住所 教育に関するﾓｯﾄｰ 趣味 常小の子ども達 保護者・地域の皆様へ
(心がけていること) の印象 ごあいさつ

櫛田 日本で一番になれなくても｢一流｣ 読書､心がはずむの 本気な表情がすばらしい｡困った 大きな夢､目標に向かって実現するために努力
の子どもを育てる｡３月に は福島まで娘とﾄﾞ 人(私)を見たら助けてくれるや を惜しまない子を育てていきたいと思います｡
は「超一流に」 ﾗｲﾌﾞ(陸上) さしさは感動しました｡ 自分を見限らず可能性にﾁｬﾚﾝｼﾞする子を

目指したいです｡
佐藤 共に学び共に高め 劇団四季のﾐｭｰ 子どもたちの瞳がまっすぐで輝い 笑顔すてきな｢ときわっ子｣と共にたくさんの
（智） あうこと ｼﾞｶﾙ鑑賞 ているなあと思いました｡ ことにﾁｬﾚﾝｼﾞして一緒に楽しみたいと思

います｡
白岩 関心・感動・感謝 美味しいものを食べ 素直で優しい子ども達だなあ｡着 子ども達と一緒に､いろいろなことに挑戦して

の「三かん王」を る(飲む)こと 任式で初めて聞いた｢校歌｣の歌 いくことで､可能性を広げていけるよう元気い
めざす 声の大きさに感動しました｡ っぱい笑顔いっぱいがんばります｡

厚海 驚きとユーモアそ 体を動か 元気いっぱいの 私自身､常葉のことをたくさん知りたいです｡
して謙虚さです。 すこと 中に優しさを感 よろしくお願い致します｡

じます。

夢や希望を持ちチャレンジする子ども
○：重点努力目標

○と ともに生きる子ども ＜徳＞

○ 互いのよさを認め合い、自他を大切にする心を育てます。

○ ボランティアや体験活動を通して、心の豊かさを養います。

○き きそい合う子ども ＜徳＞ ＜体＞

○ めあてに向かって体力、運動能力の向上を図ります。

○ 一人一人が目標に向かい、切磋琢磨する学級集団を育てます。

○わ わたしから行動する子ども ＜知＞ ＜徳＞ ＜体＞

○ 自分で課題を見つけ、学び方を身につけ、学び続けようとする意欲と実践力

を育てます。

○ 自分から進んで周囲と関わり、心を磨き、体を鍛えようとする態度を育てます。




